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1.図書行政懇談会(第二次)答申の実施にむけて
2002年3月に提出された図書行政懇談会(第二次)答申(以下、
「答申J)では、「ネットワークを利用した電子媒体による学術情報
資源の導入、 利用にかかわり、本学における分散型図書館制度
の枠組みのなかで各箇所における予算執行権限を維持しながら、
全学的な図書関係予算の編成と執行の調整のための措置を認
じることにより、迅速かつ柔軟な箇所問調整と整合性をもった図
書関係予算体l!ilJを確立する乙とを目的として
①図書関係予算について、各箇所毎に大学本部に対して予算申
請していたものを集約したうえで一括して大学本部に予算申請
することに改める
②各種情報と予算を有効活用するためには調整機能をもった窓
口的な箇所が必要となることから、中央図書館が図書関係予算
の編成と執行の調整の役割を担うこととする
③図書関係予算の編成と執行の調整については、図書館長の責
任のもとに各箇所との協議を経て行い、最終的に図書館協議員
会に報告のうえ、その了承を得るものとする
④学術情報資源の共同利用にかかわる全学的な意思形成のた
めの制度的な枠組みがすみやかに構成されることを期待するが、
当面、電子媒体による学術情報の共同利用を一層促進すること
を目的として、それらの導入、利用および継続購入にかかる検討
を行なうために、図書館協議員会のもとに「電子媒体検討委員会
(仮称)Jを設置することとし、全学の図書関係予算の編成および
執行手続きの変更が提案された(資料1)0 2002年度においては、
2003年度予算からの諸手続きの変更・実施にむけて図書館およ
び関係箇所において実務的な調整がすすめられることとなった。
E 2.図書館協議員会の動き
5月16日に開催された図書館協議員会(第一回)において、「答申」
をうけて、図書館運営担当理事より「本学図書行政の根幹をなす財
政基擦の改善にむけて、きわめて積極的かつ具体的など提言をいた
だいたと理解している。理事会としては、教務部、財務部、図書館な
どの関係箇所にたいして、答申内容の具体的な実施にむけた諸検
討の開始とそれにともなう箇所聞の調整を指示した。答申内容の具
体化にあたっては、図書館協議員の方々にもご意見をうかがいながら
すすめてLミく所存で、ある。」とした発言があった。図書館運営担当理
事の発言をうけて、図書館長より、1提案」で述べられている図書関
係予算の編成および執行の手続きの変更については、当而、2003年
度予算手続きからの実施を考えたLミ。手続きの変更にともない、図書
館協議員会には、予算編成、執行にかかわり重要な役割を今後、担
っていただく乙とになる。」として、図書館協議員会を基iluとした図書関
係予算にかかる編成、執行手続きの変更に着手することとなった。
つづく6月28日の図書館協議員会(第二回)においては、「答申」で
提案された「電子媒体検討委員会」の設置について図書館より設置
要綱(案)の提案があり、一部を修正して設置が了承された。2002年
度における「電子媒体検討委員会」の活動については、あとでのべ
る。
9月24EIに開催された筒所にたいする2003年度予算申請説明会
では、教務部主管科目予算申請にかかる説明において以下のとお
り申請手続きの変更が示され、「答申」の実現にむけた具体的な第一
歩がふみだされる乙ととなった。
-図書、図書資料費、図書修繕費(変更点)
→位|占行政懇談会節二次答ql(2002{1~4) 11211学内里1'I~会 ・側代)にJIiづき 、 |ヌL~~
|快附北刻!係予1掠，1.(十，ρ?、
う プ方J法に変l児iどT守し ます(j両;百而1可百Ü~竿戸凶ド院克と本{部H郁i機|凶附民刈lは除くο) 
また r' r.r. III" ，'liilG l~I ，'~については、
l\k官11 1刈， I~ (lOO)j以ーlニ ) 111の r:.~: rl ' a，'l説明 JIの13~1と。
これまで作成不必であった凶 II~修純白について、 -J' :P: rJ l 訓説明 Sを設定
の2点の変史をjrl、ました
これらの予岱rl'日i説明 .!1については、 {山の J'， -p: rjl論説I~] ，'~と分けて、 医J.~.'=館総務
誠司lに10川1811(金)までに拠出願いますl!1務部には図，'.'=館でー!主取りまとめの
うえ、払!出するものとします。
10月31日の図75館協議員会(第三回)において、図書館より各
箇所ーからの図書関係予算申請の集約結果について「図書行政懇
談会(第二次)の答申を受け、2003年度予算から、間i!NS、図書資
料費および図書修繕費については各箇所からの"1ヨ訪を集約した
うえで一指してIzト書館から予算"IJ討することとなった。各箇所から
の申請額に調整を加えず単純な航み上げ額で申請する。」とする
報告が行われた(資料2)。
12月12日に開催された図書館協議員会(第四回)において、同
日に主管筒所である教務部から内示された2003年度予算(第一次
査定結果)が報告され、これにもとづき図書館より各箇所にたL吋ー
る予算配分(案)が提案された。提案では、前年度同額の予算内
示結果を前提として、当面、電子媒体資料の導入をさらに縫進する
ため、「各箇所の図書費・図書資料費の前年度予算額を2003年度
予算配分の基準額とし、そのうち中央図書館・キャンパス図古館か
ら2%、その他の箇所から1%ずつを全学利用データベース資料費
にシフトし、乙れを原資として電子媒体資料の導入にあてるごととし
たい。jとし、また、「主に製本質として利用されている図書修繕費予
算については、m子媒体資事;1への移行、各箇所の収蔵スペースの
狭|盤化等の現状を鍛み、前年度予算額を2003年度予算配分の基
準額とするものの、そのうち各研究科から1.7%、各学部及び各|尊物
館・研究所等から2%を図書館ヘシフトし、全学にわたる製本雑誌の
共同利用・保存体制の整備を推進したい。j旨の説明があり、了承
された(資料3)02003年度図書関係予算配分(案)が図書館協議
員会(第四回)において了承されたことをうけて、図書館長名により
12月13日付文書をもって各箇所にたいして2003年度図書関係予算
配分結果が通知され、12月20円をもって各箇所にたいする2003年
度予諸関係予算の配分が確定することとなった。
この間、図』館では、2003年度図書関係予算のうち、最重点化
科目とした全学利用デー タベー ス資料賀'のさらなる拡充をもとめて、
断続的に予算を主管する教務部との折衝をかさね、第二次査定に
おいて教務部内の調整財源の一部(約1，500万円)をデータベース
資料賀'にあてる乙とで、2003年度図75関係予算の総体が最終的に
雌定することとなった。この結果、データベース資料賀・は、定率によ
る各fi!Ii所負担分の約1，600万円と教務部からの追加的予算措置の
約1，500万円をあわせて対前年度比100%を超える重点化がはから
オ1たこととなった。
2003年2月3日に開催された図古館協議員会(第五回)において、
最終的に確定した2003年度図古関係予算について報告があり、了
尽された(資料4)。なお、報告では、2003年度データベース資料自'
と関連して、2001年度期中より新規データベース等の導入にかか
わり交付をうけている政府による競争的資金にかかわる間接経費
1，000万円を別財源として継続確保したこと、2003年度より文部科
学省経常費ネiffl)J金に電子ジャーナル、データベースの導入、利用
の推進を目的として創設される「教育研究情報利用経費J補助金
の獲得をめざす乙とが説明された。
3.電子媒体検討委員会の設置
図書館協議員会(第二回)において、設置を了承された電子媒
体検討委員会は、 2002年度図書館協議員会における図書関係予
算の編成、執行手続きの変更と歩調をあわせて、 7月24日の第一
回委員会以降、 2003年1月27日までに計6聞を開催した。ごの問
の委員会審議において、本委員会では、ネットワークによる全学
的利用を前提とした電子媒体資料の継続利則および新規導入に
かかわり、その評価と必要性について審議の対象とするととと
し、必要とされる財源の確保については、 Izl占館協議員会にゆ
だねることをFIし合わせた。また、2003年度図書関係予算申請に
おいては、筒所から予算要求のある電子媒体資料のすべてを列
挙していただくこととし、この集約結果とあわせて、本委員会独自
に学内箇所からの新規購入希望を募るとととした。
これらの集約結果をふまえて、 11月29日および1月27日に開催
された本委員会(第五回、第六回)において、箇所の財源負担に
よる電子媒体資料については、新規導入、継続の是非は、箇所
の判断によるものとしたうえで、図書館データベース資料費を財
源とする全学利用を前提とした電子媒体資料については、 2002
年度契約分電子媒体資料を基本的に2003年度も継続維持する
ことをもとめるものとし、2003年度新規導入については、]STOR
を最優先候補として図書館協議員会に惟薦することとした。
4.今後の課題
図書館協議員会は、図書館長の諮問機関として学内のすべて
の箇所からの協議員を集め、図書館の管理・運営全般にわたる
諸課題について意思形成をはかつてきたが、この間のキャンパス
図書館の整備に代表される施設や組織の諸整備などの学内的な
環境の変化と、ネットワークを利用した電子媒体による学術I情報
資料の導入、利用に象徴される伝統的な図書館サービスのあり
かたを一変しかねない大学図書館環境のおおきな変化への対応
を迫られていると言って過言で、はない。「答申」にうたわれた提
案を実施するにあたり、これまで、図書館長の権限にあわせて1_1"
央図書館の管埋・運営を中心とした諸諜題への対応、が図書館協
議員会のおもな役割jで、あったが、2002年度より、全学の図』行政
全般にかかわる基盤そのものともいうべき全学の図書関係予算
の編成、執行手続きのすべてにわたり、その調整機能が図苫館
協議員会によって担われることとなった。2002年度においては、
2003年度予算編成について図書館協議員会がはじめてそのあら
たな役割をはたす乙ととなったが、2003年度においては、予算年
度期中における図書関係予算のより柔軟かつ迅速な執行調整の
役割が}JLIわるごととなる。今後、図書館協議員会は、図書関係予
算の編成、執行にかかわる全学的な調整機能を但いながら、 |刻
連する全学の図書行政全般にかかわる諸課題についても対応し
ていく必要がある。当面、図当館協議員会での議論の推移を見
守りながら、必要に応じてその位置付けや役割のありかたについ
て検討を加えたい。
また、当面、緊急に対応すべき課題として、 2003年度図書関係
予算編成では全学利用のデータベース資料賀の拡充を最優先諜
題として、各箇所から定率で予算のシフトをお願いしたが、手続
き変更の初年度であることから、負担率を1-2%と受け入れやす
L ミ数字に t~1I えた 。 今後、負担率の引き上げ、利用実態に合わせ
た負担率の見直し等を含めた、負担のあり方について図書館協
議員会の場で十分議論していく必要がある。
う
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2003年度図書費および図書資料費申請集約結果(概要)
(単位・千円)
OOPJis 2002年度寸時
箇所数 予算 申請額
研究科
研究科学生読書室
学部
1導物館，研究所等 (*)
そのイ由
2.図書館
中央図書館・戸山図書館・
理工学図書館・所沢図書館 687，907 611，502 
3全学共通
105，313 
*各研究所、各研究教育セン合一、博物館
注)2002年度予算については、高額図書予算 (21，656千円)を申請箇所に参入。
128，121 
36，084 
196，351 
158，361 
6，933 
91，958 
30，710 
154，318 
146，620 
6，298 
???
?
1各箇所
36，006 デ ~ベス資料費
??
????????????
/資料¥
¥ . J全学図書関係予算の編成および・ノ執行手続き(提案)
大学本部
査定方針策定査定|
{予算申請か5配分まで》
告箇所(予算単位)
1予算申請書提出 ，
4予算配分額援示 l
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《予算執行時》
・箇所問調整
・科目問調整
・補助金申請
・大学本部との折衝他
申央図 書館
図書館協議員会
・予算配分案
・期中予算調整案
・実績(決算)報告
電子媒体検討委員会(仮称)
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⑧ 
1.主管箇所(教務部)かうの2003年度図書関係予算内示(単位。千円)
| へ 畔度予算ω畔度申請額畔度内示蜘)糊(白}ー(司)増減率 1
1図書費 860，093 977，775 857，440 -2，653 -0.3% 
2.図書資料費 211，086 324，527 213，739 2，653 1.3% (テータベース首相置宮む)
計 1，071，179 1，302，302 1，071，179 。0.0% 
3.図書修繕費 73，113 80，474 73，113 。0.0% 
*なお上記1および2については各学部学生読書室、高等学院、本庄高等学院、
大学史資料センヲ一、本部機関は除く。
II.2003年度図書関係予算配分(案)
1.図書費・図書資料費配分(案)
。各箇所 (単位千円)
日3年度.| 箇醐 但年度予算ω 畔度配分酌}印刷ー(a)) 糊率申請額目
研究科l・1) 9 93，370 92，445 -925 1ー.0%128，121 
研究科学生読書(・2) 6 33，010 32，683 -327 1ー.0% 36，084 
寸"ーXロ..匹(・3) 8 154，318 152，807 1ー，511 1ー.0%196，351 
博物館・研究所等l・4) 11 147，926 146，453 1ー，473 1ー.0% 158，361 
@図書館(中央図書館・戸山図書館・理工学図書館・所沢図書館)
図書館 611，502 599，273 1ー2，229 -2.0% 687，907 
小言十 1ー6，465
@全学共通
デーヲベース資料費 31，053 47，518 16，465 53.0% 105，313 
1・1)研究科:政研、経研、法研、商研、教研、社学研、アジア太平洋研、国際情報研、日本語教研
(・2)研究科学生読書室:政研、経研、法研、商研、教研、社学研、アジア太平洋研、国際情報研、日本
語教研 (・3)学部政経、法、教、商、社学、教職課程、オープン教育、理工(事務所扱い分)
(・4)博物館・研究所等体育局、演1革、材料研、比較法、語研、産研、現政研、アジ7太平洋セ、博物館、
国際教育セ、教総研
，主)なお2002年度予耳には高回配意図書館町高額図書予耳(21，656千円}を申踊随所に算入した.
また.2002年度デー タベー ス賀料費にはABllnformの箇所負担骨(4.953千円)を員担箇所に算入した
2.図書修繕費配分(案)
@各箇所 (単位千円)
| 箇所敏 畔野箆伺) 畔度配分蜘)糊州)鎗瀞 51
研究科 3 651 640 1ー1 1.7% 699 
学部 5 11，205 10，983 -222 -2.0% 14，056 
博物館・研究所等 9 21，057 20，638 -419 2ー.0%22，526 
小言十 -652 
@図書館(中央図書館・戸山図書館・理工学図書館・所沢図書館)
図書館 40，200 40，852 652 1.6% 43，193 
k研究科:文研、商研、社学研 キ学部:政経、法、数、商、社学 *博物館・研究所等演↑車、材料研、
アジア太平洋セ、比較法、産経研、語研、現政研、会津博物館、国際教育セ
2002年度図書館協議員会の動き
⑧ 
l主管箇所(教務部)からの2003年度図書関係予算内示 (単位千円)
| 畔野蜘E時点ι同点内蜘)糊(仰)ー(剖)僧僻 I
860，093 977，775 857，440 2，653 0ー.3%
2図書資料費 211，086 324，527 213，739 2，653 1.3% {データベース首相賢官も)
二次査定 15，634 15，634 
(トタベース貰Il置叡;)
計 1，071，179 1，302，302 1，086，813 15，634 1.5% 1:四修醐 73，113 朗刷 73，113 0 0臨
*なお上記1およひ'2については各学部学生読書室、高等学院、本庄高等学院、大学史資料
セン合一、本部機関は除く。
2.2凹3年度 図書費・図書資料費配分(案)
@各箇所 (単位。千円)
日3年度 l・| 捌 畔度予算[IDJ 畔度配分甑l!ll糊附)糊申請額 I
研究科(・1) 9 93，370 92，445 925 1.0% 128，121 
研究科学生読書(・2) 6 33，010 32，683 327 1ー.0% 36，084 
ナd f1ロs(・3) B 154，318 152，807 -1，511 1ー.0%196，351 
博物館・研究所等(・4) 11 147，926 146，453 -1，473 1ー.0%158，361 
@図書館(中央図書館・戸山図書館理工学図書館・所沢図書館)
図書館 611，502 599，273 1ー2，229 -2.0% 687，907 
小計 16，465 
@全学共通
テー-~ベース資料費(・5) 31，053 63，152 32，099 103.4% 105，313 
1・1)研究科・政問、経研、法研、商研、教研、社学研、アジア太平洋研、国際情報研、日本語教研
(・2)研究科学生読書室:政研、経研、法問、商研、教研、社学問、アジア太平洋研、国際情報研、 日本
語教研 (・3)学部政経、法、数、筒、社学、教職課程、 オープン教育、理工(事務所扱い分)
(・4)博物館・研究所等体育局、演博、材料研、 比較法、語研、産研、現政研、アジア太平洋セ、博物館、
国際教育セ、教総研 ("5)当初の配分額47，518千円に対し、 二次査定により15，634千円増額。
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2002年度図書館協議員名簿
佐藤正志(~02.9.15)
吉野 孝(02.9 . 16~)
清野一治
田口守一
小倉欣一
大森郁夫(~02.9.16)
坂野友昭(02 .9.17~)
赤木寛一(~02息15)
前田寿朗(02.9 . 16~)
小島謙一
石田敏郎
浦田秀次郎
村嶋英治
鈴木義昭(02.12.5~)
清水英彦
島田陽一(~02 .5.20)
岩志和一郎(02.5 .21~)
酒井紀幸
高橋敏夫
吉田恵以子
藤田 誠(~02.9.16)
江津雅彦(02.9 . 17~)
新田 信(~02.10.9)
箆 捷彦(02.10.1 O~) 
今村 浩
鈴木晶夫
八百幸大
吉田 茂
伊沢 久
黒田 一幸(~02.10.9)
増田千利(02.10.1 O~) 
首藤重幸
長谷川隆久
河 鍛徳(~02.9.16)
池尾愛子(02 .9.17~)
牛丸 聡
児玉畠久
山団 員
柏木重秋(~03.1 .26)
異野芳樹(03.1.27~)
内山精也
佐藤洋子
森川友義
和田 修
源 貴志
小口彦太(~02.11.7)
深漂良彰(02.11.8~)
協議員
・大学院政治学研究科
-大学院経済学研究科
・大学院法学研究科
・大学院文学研究科
・大学院商学研究科
園大学院理工学研究科
-大学院教育学研究科
・大学院人間科学研究科
・大学院社会科学研究科
・大学院アジア太平洋研究科
・大学院日本語教育研究科
・政治経済学部
.法学部
.第一文学部
.第二文学部
.教育学部
.商学部
置社会科学部
・人間科学部
.高等学院
.本庄高等学院
・芸術学校
・材料技術研究所
-現代政治経済研究所
・人間総合研究センター
・理工学総合研究センター
.アジア太平洋研究センター
.教育総合研究所
.日本語研究教育センター
・国際教育センター
・演劇博物館
・比較文学研究室
・教務部長
.理工学部
-比較法研究所
・語学教育研究所
産業経営研究所
??
????????????
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1.目的
電子媒体検討委員会の設置について
(2002年6月28日図書館協議員会了承)
電子媒体による学術情報の共同利用を一層促進することを目的と
して、それらの導入、利用にかかる実効的かつ多面的な検討をすすめ
るために、図書館協議員会のもとに電子媒体検討委員会を設置する。
Z任務
本委員会は、以下の事項について調査、検討を行い、その結果を
図書館協議員会にたいして報告する。
(1)サイトライセンス契約による電子媒体資料の1出先利用に関する事項
(2)サイトライセンス契約による電子媒体資料の新規導入に関する事項
(3)その他目的達成に必要な事項
a構成
(1)図書館協議員から以下の区分により選出された教員 各1名
.大学院政治学研究科、大学院経済学研究科、政治経済学部、
現代政治経済研究所
-大学院法学研究科、法学部、比較法研究所
-大学院文学研究科、第一文学部、第二文学部、比較文学研究室、
演劇|導物館、曾津記念博物館
.大学院教育学研究科、教育学部1、教育総合研究所
.大学院商学研究科、商学部、産業経営研究所
-大学院理工学研究科、大学院国|祭情報通信研究科、理工学部、
材料技術研究所、理工学総合研究センター 、
国際情報通信研究センター、芸術学校
-大学院社会科学研究科、社会科学部
-大学院人間科学研究科、人間科学部、人間総合研究センター
.大学院アジア太平洋研究科、アジア太平洋研究センター
-大学院日本語教育研究科、1::1本語研究教育センター、
国|際教育センター、語学教育研究所
-高等学院、本庄高等学院
(2)教務部長
(3)図書館副館長 l名
(4)図書館事務部長
(5)図書館長が指名する教職員 若干名
4委員長
委員の互選によって委員長1人を置く。なお、委員長の任期は、
4月1日より一年間とする。
E専門委員
委員長は、必要に応じて専門委員を出席させることがで、きる。
&任期
委員の任期は、図書館協議員の任期に準ずる。
1作業部会の設置
電子媒体による学術情報資料およびその利用にかかる諸情報の
収集等を実施し、随時、本委員会に対して報告等を行うための
作業部会を図書館内に設置する。
作業部会の桝成は、図書館事務省1長および図書館職員若干名
とする。
a事務
事務は図書館総務謀長がおこなう。
以上
2002年度電子媒体検討委員会委員名簿
委 員(所属箇所)
清野一治(大学院経済学研究科)
田口 守一(大学院法学研究科)
酒井紀幸(第一文学部)
吉田恵以子 (教育学部)
河 策徳(産業経営研究所)(-02.9.17) 
池尾愛子(産業経営研究所)(02.9.18-)
赤木 寛一 (大学院理工学研究科)(-02息 15)
前田 寿朗 (大学院理工学研究科)(02.9.16-)
今村浩 (社会科学部)
石田 敏郎(大学院人間科学研究科)
柏木 重秋 (アジア太平洋研究センター)(-03.1.26)
員野 芳樹 (アジア太平洋研究センタ一)(03.1.27-)
長谷川隆久 (語学教育研究所)
八百幸大(高等学院)
小口彦太(教務部長)(-02.11.7)
深漂良彰(教務部長)(02.11.8-) 
深津 良彰(図書館副館長)(-02.11.15)
小松 尚久(図書館副館長)(02.11.16-)
旭 英樹(図書館事務部長)
金子 昌嗣 (図書館学術情報課長)
千葉 範子 (高田記念研究図書館担当課長)
北風貴紫(理工学図書館担当課長)
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